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――杵築市の現状と課題を
どう認識しているか。
他の市町村と同様、過疎化、
高齢化、少子化という３つの大
きな波が襲いかかっている。商
店街や農林水産業の人たちの話
で共通するのが「後継者がいな
い」ということだ。後継者がい
なければ、投資をする気になら
ない。若い人が出て行って帰っ
てこないのが大きな問題だ。そ
こで、第１次産業を盛んにする、
交流人口を増やす、そういった
ところから町を活性化し、人口
減少にストップをかけたい。
大変な課題だが、光も差して
きた。国東半島と宇佐地域が５
月に世界農業遺産に認定され、
世界ブランドを手に入れた。ま
だ世界では11か国、25地域し
かない。クヌギ林とため池を使
って循環型の農林水産業を営み、
カブトガニなど希少生物もいる
し、特異な文化もあることが評
価された。日本国内や世界から

後どう取り組もうとしているか、
どのような支援が市民にとって
一番いいかなどを同じレベルで
議論する必要がある。でないと
「要望があるからする」「要望
があっても金がないからできな
い」で終わってしまう。現場に
詳しく、先の見通しがきき、多
様な意見を集約して次の段階の
絵を描ける職員を育てていきた
い。
そのために県や国に若い職員
を派遣して研修を受けさせ、時
代の流れを勉強してもらう。杵
築に戻って、県や国と一致する
方向でオーダーメードの政策が
展開できる。そのために県との
パイプを利用したい。ただ即効
性はなく、何年か時間がかかる。
そこで県や国を退職した専門職
の人を嘱託職員で雇用したい。
市の若い職員と一緒に現場に行
ってもらうことで、職員がノウ
ハウを吸収する。こうした両面
作戦で職員を育てていきたい。
（聞き手は
� 大分支局長　谷川　健三）

観光や勉強に来てくれる可能性
が出てきたわけで、認定地域の
他の市町村や県、農漁協、観光
協会と協力して売り込んでいき
たい。産品をブランド化するこ
とで若い人の働く場をつくる戦
略を立てて実行していく。

――他に力を入れる分野は。
課題になっている市立山香病
院の再建に全力を尽くしたい。
疾病の早期発見や早期治療はも
ちろんだが、その前の健康づく
りで市民のよりどころになる病
院に育てたい。都道府県の中で
大分県の平均寿命は男女とも
10位以内だが、健康寿命は30
～40位に下がる。病院が情報
発信することで、市民あげて健
康づくりに取り組むところまで
もっていきたい。その結果、国
民健康保険料や介護保険料の負
担が少なくなれば、財源を生き
がい対策、子育ての環境整備に
回せるようになり、活力ある杵
築市になる。

――県とのパイプがあるこ
とをアピールしていた。
市町村行政もプロが求められ
る時代だ。現場に最も近い職員
は業界の人たちが何を考え、今
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